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２０００万署名（戦争法の廃止を求める統一署名）
戦争法の廃止を求める新たな「統一署名」運動が始まり

ました。安倍晋三政権が、戦争法を強行成立させてから約４
カ月。全国各地で広がる運動をさらに発展させる今後の柱と
なる運動です。
今年、１月４日に通常国会が始まりましたが、安倍総理は、

「挑戦」というキャッチフレーズを何度も使い、外交や経済
で大きな成果を上げたと自画自賛の発言をしています。そし
て、解釈だけではなく憲法そのものの改正についても国会で
発言するなど、戦争法の推進、立憲主義の破壊、国民無視
の姿勢をますます強めようとしています。
この統一署名は、戦争法である「平和安全保障関連法」

をすみやかに廃止することと、立憲主義の原則を堅持し、憲
法９条を守り、いかすことを求めています。そして、来年の
憲法記念日（５月３日）までに、有権者の約２割にあたる２０
００万人を突破し、さらに広げていくことを呼びかけています。
この統一署名を軸に、戦争法廃止、安倍政権打倒の世論

と運動をいっそう発展させていきましょう。

網走教組では、戦争法廃止に向けて、これまで組合の内
にためてきた力を今度は外に向かって発揮していこうと考え
ました。そして、この統一署名を外への力の重要な取り組み
として押さえ、４月末までに５００筆を目標として取り組んでい
くことを冬の合宿研の際に提起しました。
各支部では、このことについて討議し、街頭署名、職場署

名など、それぞれの取り組みを進めくださるようお願いしま
す。
今後の集約日は、３月２９日（火）、４月２６日（火）となっ

ていますので、よろしくお願いします。

１１月の合同教研の帰りの車内で、宗谷教組の内藤書記長と「なにかみ

んなで楽しいことしたいよねぇ。」という話になり、今回、「単組交流・ス

キーツアー」を企画しました。例年、網走教組では「まなビバスキー」を

行っている時期ということもあり、今回は共催という形で行いました。場所は比布スキー場で１３時から１６時まで滑り

ました。連日の降雪でゲレンデは雪が多く、深くなっているところもたくあんありました。また、山頂では下が見えない

ほどの吹雪で、今シーズン初滑りの面々はスピードを抑えたり、スキーを操作したりに悪戦苦闘。太ももをプルプルさせ

ながら滑りました。参加者は網走教組からは５名、未組織者が１名、宗谷教組からは２名でした。

スキーを終えた後は旭川市内に移動し交流会。上川教組も合流し、総勢１６名（子ども３名含む）での大交流会となり

ました。おいしい食事や余興の組合クイズで盛り上がり、楽しいひとときを過ごしました。参加者からも「これからも各

単組のつながりを大切にしたい。」という声もたくさん聞けました。宿に帰った後も興奮は冷めやらず、ホテルの部屋で遅

くまで教育のこと、組合のことを語り合いました。まなビバスキーとしては開催場所や滑る時間など適切ではなかったか

もしれませんが、交流の場や活動をつくるという面ではやってよかったなと思っています。交流会では「過去にセッショ

ン５というのを行っていたんだよ」という話が出ていました。そういう動きも追求しつつ、これからも道教組に集うみん

なでつながりを深めていけたらよいなと考えています。
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さ
れ
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さ
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築

す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
文
部
科
学
省
か
ら
学
校
に
下

り
て
く
る
に
つ
れ
て
、
具
体
的
か
つ
制

限
的
に
な
っ
て
い
く
現
状
に
、
今
後
は

年
間
指
導
計
画
の
作
成
段
階
で
の
私
た

ち
の
取
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介
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さ
れ

意
見
交
流
が
活
発
に
な
さ

れ
ま
し
た
。

夜
に
行
わ
れ
た
囲
む
会

で
は
、
本
年
度
で
退
職
さ

れ
る
遠
軽
・
紋
別
支
部
の

阿
部
先
生
と
本
間
先
生
を

囲
ん
で
の
楽
し
い
宴
を
行

い
，
お
二
人
の
こ
れ
ま
で

の
足
跡
を
た
ど
り
、
長
き
に
わ
た
る
教
育
活
動
へ

改
め
て
敬
意
を
払
う
場
と
な
り
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
後
藤
先
生
は
欠
席
さ
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。

最
後
に
，
今
回
の
合
宿
研
の
全
日
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加
し
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く
だ
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っ
た
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か
ら
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が
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い
て
お
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す
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で
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介
し
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す
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網
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の
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な
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ま
し
た
。
活
発
に
意
見
を
交
流
し
合
う
先
生

方
が
と
っ
て
も
素
敵
で
し
た
。
さ
あ
、
宗
谷

も
が
ん
ば
ら
な
い
と
！


